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地域とのつながりを生かした学校評価

－学校経営案をベースにした自己評価－

知立市立来迎寺小学校

１ 学校の概要

本校は，知立市（人口 67,760 人）の東端に位置し，歴史と文化財に恵まれた三町を学区とする歴史

ある学校である。創立は碧海郡第 22 小学牛田学校として明治６年に，そして明治 26年に今の来迎寺

町外山の地に移り，134 年の歴史がある。

近年は，古くからの地域と新しく開発された住宅地から，子供たちが共に通う学校となっている。

平成 19 年度の児童数は 571 名で，特別支援学級を含めて 20学級の中規模校である。本校は，校訓「な

かよく がんばる 優しい子」を基に，地域との交流や地域の教育的資源の積極的な活用を図りなが

ら，教育実践に取り組んできている。

中でも昭和 59年に，来迎寺学区地域コミュニティ推進協議会（以下「コミュニティ」）が設立され，

20 数年にわたり地域・学校・保護者が一体となった様々な催しを行っている。また，来迎寺学区交通

安全推進協議会（以下「交推協」）も 30数年にわたり，地域と学校，保護者等が一体となった交通安

全推進活動を続けている。

このように本校は，地域で子供を育てるという意識と，地域と共にある我々の学校という意識の強

いことが大きな特徴と言える。二つの推進協議会の役員会も多く開催され，学校や児童に関する意見，

進言等が多く寄せられる情報交換の場ともなっている。

２ 昨年度までの本校における学校評価の歩み

(1) 外部アンケートによる評価

平成 16 年度以前の学校に対する評価は，学校での主な行事ごとに児童や保護者にアンケートを求め

て，満足度調査や改善点調査などを実施していた。また年度末には，教員を対象として，記述式アン

ケートを実施し，反省並びに来年度への改善点などを基に，次年度の教育活動の参考にしていた。

平成 17 年度は，１年間を通しての「振り返りアンケート」として外部アンケートを取り入れた。こ

れは，児童（３年生以上）（資料１）と保護者（ＰＴＡ役員・前年度の一部を含む）（資料２）を対象

に実施し，外部評価として，学校改善のための参考にした。さらに，児童・保護者アンケートとほぼ

同じ内容で，教員へのアンケート（資料３）を行い，三者の評価結果の差異の分析から，次年度の具

体的な方針や改善点を見付けようと考え，実施した。

平成 18 年度は，「義務教育諸学校における学校評価ガイドライン」（以下「ガイドライン」）が 18

年２月に示されたことにより，外部評価の概念が大きく変わり，本校においても学校評価の在り方を

変えざるを得なくなった。例えば，17 年度に実施した児童，保護者へのアンケートは，「外部評価」

ではなく「外部アンケート」（学校関係者評価）となり，「自己評価」のための資料の一部ととらえる

ように変更された。そこで，少しでも外部評価の考えに近づけるためと，児童と直接かかわることが

少ない地域の役員の方々に，どのように児童や学校がとらえられているかを把握しようと考え，地域

へのアンケート（資料４）を実施した。この地域へのアンケートは，「コミュニティ」の地元三町の町

内会役員，地域の代表からなる役員・理事にお願いした。

18 年度においては，以上のように４種類のアンケートを実施した。
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アンケートの実施に当たっては，自己評価のための基礎資料項目として，①学習や勉強，②基本的

生活・活動，③交遊・交流，④行事・企画の４項目を設け，それぞれに本校なりの指標を設け実施し

た。また，前年度との経年比較を基に評価判定を行うという考えに立ち，同じ質問内容を問うように

した。

(2) 学校関係者評価委員（外部評価委員）の選出

学校評価を行う上で，２月に公表された「ガイドライン」によれば，学校関係者による評価を「学

校関係者評価（外部評価）」と位置付け，あくまでも自己評価の一部と考える必要があった。

18 年度早々にまず考えなくてはならなかったことは，学校関係者評価委員の人数及び対象者の決定

及び選定であった。本校では，この委員を「ガイドライン」に例示された学校評議員とし，学校関係

者評価委員と兼務していただくことにした。これまでの学校評議員の構成は，元ＰＴＡ会長（経営者），

学区有識者，民生児童委員，地域児童活動クラブ代表，保護者代表の５名であり，評価委員との兼務

も十分可能な見識豊かな人物であると判断した。

しかし，学校関係者評価委員を依頼した学校評議員の方でも，新しい「ガイドライン」にのっとっ

た学校評価の考えやシステムそのものについての理解は当然浸透しておらず，「ガイドライン」やパン

フレット「学校評価」などを基に説明したり，話し合ったりしながら，学校評価に取り組んでいただ

くことになった。

(3) 学校経営案を基にした評価

これまでに述べたような考えや準備に基づき，18 年度は，「ガイドライン」に沿った学校評価の実

施を試みた。

基本的に学校教育活動は，４月当初に確定する「学校経営案」に基づいて，「学年経営案」・「学級経

営案」が作成されるのが一般的である。したがって，学校が自己評価をする際の最終評価項目は，学

校経営案に集約されるべきものであり，各学級担任の下す評価は，学校が示す「１教育目標」の「(２)

経営の方針」及び「(３)重点努力目標」の，詳細な個別的に評価された学校の達成状況であると判断

することができる。こうした考えに立ち，本校では，校長より示された学校経営方針を基に，「重点努

力目標を中心とした自己評価書」を作成することにした。「重点努力目標」は，経営方針を基に具体化

された指針であり，教職員としてこの年度に各自が総力を挙げて重点的に取り組まなくてはならない

教育活動である。

本校では，学校経営案の重点努力目標を基にした評価表によって職員にアンケート調査し，取組の

状況を３段階で評価しようと考えた。当然，項目ごとに自由記述欄を設け，成果や改善策を自由に記

入するような配慮をした。

資料５に 18 年度３月に実施した教員へのアンケート（学校経営案「重点努力目標」達成に向けて）

を示した。また，この年度では，自己評価書の試案を作成してみたが，アンケートの結果をまとめる

ための十分な時間の確保と処理のための準備が整わず，試案の域を脱せないものとなってしまった。

こうした原因を考えると，校内評価委員会や職員の意向をくみ，アンケートの実施時期を３月とした

こと自体が，その後のシステム運用上の障害を生む結果となってしまった。つまり，年度末というこ

とで多忙な教職員の自己評価書の提出が完了し，その結果がまとまった時は，すでに次年度が動き出

した 19 年度の４月になっていたということである。

多忙が理由にならないということは重々分かっていたが，３月の自己評価書の提出は，学校評価シ

ステム運営上の改善の手掛かりとなった。

(4) 自己評価書の作成
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本校が学校経営案を基に 19 年度早々に学校評価としてまとめたものが，資料６の学校経営案の「重

点努力目標に関する自己評価書」である。この自己評価書は，18 年度３月に実施した教員へのアンケ

ートを基に作成し，学校関係者評価委員会に提出し，学校評価を更に評価してもらうためのものであ

る。本校の自己評価書は，学校経営案に基づき，次の五つの「重点努力目標」を評価指標の大項目と

し，具体的取組を小項目とした。

評価はアンケート項目の「十分に達成」「ほぼ達成」の合計が 80％以上の場合には，目標を達成し

ている評価点「Ａ」とした。また，80～

60％の場合が評価点「Ｂ」，60％未満は，

評価点「Ｃ」とした。

また，文章表記にて「評価結果・成果

と改善策」を簡潔にまとめた。その一部

を示すと，下記のようになる。

評価指標の基となった学校経営案の項目は，経営案作成に当たって，県教育委員会義務教育課から

示された項目である。そして，この項目に，知立市教育委員会の教育目標並びに指導上の重点事項を

受けて，目標達成のために学校経営案で具体的な取組を掲げたものである。したがって，学校経営案

に基づく自己評価書の作成は，市を単位とした市の教育評価システムにもなると考えた。

(5) 学校評価の公表

18 年度において実施した児童，保護者を対象とした学校関係者評価の外部アンケートは，その集計

結果を，学校だより「くすのきだより」とホームページ（アンケート結果のお知らせ）（資料７）とに

掲載し，「ガイドライン」に示されたように，評価結果を積極的に公表した。アンケート結果を掲載し

た学校だより「くすのきだより」は，全保護者，区長，民生児童委員，学区市会議員，「コミュニティ」

推進協議会長，市教育委員会等に配付し，地域回覧として三町の全家庭にも公表した。

この結果公表に当たっては，外部評価委員会の公表に対する意見として，「自己評価結果を何もかも

公表していくことにも問題があると思われるので，特に個人にかかわることには注意を払う必要があ

る」との提言を得ての実施であったため，このことを十分に心に留め，細心の注意を払いアンケート

結果を公表していった。

３ 平成 19 年度の取組

19 年度は，昨年度までの４種類のアンケートを実施し，学校評価の基礎資料とする。学校経営案の

「重点努力目標」の達成状況確認のために自己評価を行う。特に自己評価においては，教育目標の達

成状況の評価に最重点を置き，教育実践を行っていくために立てた具体的取組内容について自己評価

(1) 基礎・基本の定着の状況・取組

(2) 豊かな心の育成の取組

(3) 体力の向上の取組

(4) 安心・安全な学校づくりの状況

(5) 地域に信頼される開かれた学校づくりの取組

２ 重点努力目標を基にした評価項目とその内容

重点目標及び具体的取組 評価点 評価結果・成果と改善策

(1) 基礎・基本の定着の状況・取組

・体験的な学習及び問題解決的な学習を重視する。 Ｂ 教科による扱いの差をなくす努力をする。

・国語と算数を中心に少人数指導を積極的に行う。 Ａ 担当学年は積極的な取組である。

・一人一人に応じたきめ細かな指導を展開する。 Ｂ 少人数指導などで対応したい。

・朝の活動や基礎学習の時間を通して，学力の向上に努める。 Ｂ 繰り返し学習による取組を行う。
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を行うことにした。

そして，19 年度は試案段階で終わってしまった自己評価書の作成と公表，学校関係者評価書（外部

評価書）の作成と公表を重点目標として「ガイドライン」に示された学校評価システムの確立を目指

すことを決め，今年度の実践に取り組むことにした。

(1) 年間計画の作成

昨年度までの取組において，学校評価システムを遂行するためには，年間計画（資料８）に学校評

価にかかわることを明確に位置付けておくことが重要である。別掲年間計画からも分かるように，本

校では「コミュニティ」活動を通して直接的に地域の方々の声に接する機会が多々あり，地域と共に

つくる開かれた学校づくりの推進に努めている。学校行事が，地域行事に優先されることも多くあり，

学校やＰＴＡの年間計画は，三町，子供会，婦人会，老人クラブなどの各種団体が活動計画を立てる

前に配付されている。

そこで，学校評価にかかわる話題が提供される会議，総会等をすべて含めた，19 年度の学校評価関

係の年間計画を作成した。また，そこにおける学校評価の公開・報告等の内容についても盛り込んだ。

こうした評価にかかわる計画の作成は，学校評価をＰＤＣＡサイクルの元に実施するため，年間計

画への位置付けなしには実施できないということは言うまでもないことである。本校のように外部の

人との会議，行事の機会が多い場合は，事前に学校評価年間計画を公開しておくことが，評価サイク

ル運営上の重要な学校評価の公表の第一段階とも考えている。

本校においては，３月末から４月にかけて検討，立案，提案，決定される学校経営案がＰ（Plan）

に当たる。当然，Ｄ（Do）は，４月の学校経営案が職員に示されてから始まる教育実践である。学校

経営案自体の変更は，年間の中途での実施が無理なため，Ｃ（Check）の実施に際して，具体的な実践

部分での改善Ａ（Action）を取り入れることとした。

また，その時期は，２学期制を実施しているため，

９月の時点をもって１回目のＣ（Check）をし，改善

すべき点は，10月からの後期で実施していくことに

した。この改善策が後半のＤ（Do）として行われ，

１月に再度改善点を含めた２回目のＣ（Check）を行

い，年間のＡ（Action）としてまとめ，次年度につ

なげたいと考えている。

(2) 学校評価の評価体制

評価体制として右図のような委員会組織とした。

○ 学校関係者評価（外部評価）委員会…学校

評議員が兼務し，５名で学校関係者評価（外

部評価）を実施する。基本的には，年間３回，

４月，10月，３月に会合をもち，学校が作成

した自己評価書や資料を基に意見交換を行い，

評価の適正を検討し，評価書を作成する（学

校参観，授業参観等は随時）。

○ 校内学校評価委員会…校長，教頭，教務主

任，校務主任，保健主事，各学年主任の 12

名で構成。年３回，４月，10月と２月に実施

小委員会・分掌部会

設置者（市教育委員会）
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し，アンケートの分析や改善策を具体的に考え，自己評価書を作成する。

○ 学校評価委員会…外部評価者，校長，教頭，教務主任，校務主任の９名で構成。学校関係者

評価書を検討しながら，改善点を話し合い，次年度の教育課程・行事を検討する。

本校の学校評価に関する組織は，ここに紹介した組織を中心に進めており，学校評価の円滑な実施

を進めるに当たり，こうした組織をいかに早く立ち上げるかが重要になっている。

(3) 自己評価書の作成

19 年度の自己評価書の作成に当たっては，昨年度の自己評価書試案に倣い実施することにした。す

なわち，教員に学校経営案の「重点努力目標」への取組状況を自己評価アンケートとして実施し，そ

れを基に自己評価書を作成した。さらに，各種アンケート結果を参考資料として加味した。

また，今年度は，特に教育目標に重点を置き，児童・教員・保護者が目指すものとして取り組む方

針を打ち出し，自己評価書に教育目標についての評価を組み入れることとした。

資料９が，前期の自己評価書である。中間期のため，今後の実施計画にあるものを取組と考えたた

め，教員の自己評価アンケートは高い数値が出，自己評価も高くなっているのではないかと考えてい

る。特に教育目標については，各教員が意識した取組を行っているので，児童・教員の意識状況，保

護者・「コミュニティ」への広報状況を外部アンケートから判断した結果，良好であると考える。

(4) 学校関係者評価書（外部評価書）の作成

学校関係者評価書（外部評価書）（資料 10）は，評価者自身が取り上げた大きな項目に対して，学

校関係者の記述形式による評価をまとめたものである。

18 年度における学校関係者評価委員会での意見の中に，指導上の重点目標の一つ一つを評価してい

くための，自分たちのデータが少ないことなどを理由に，自信をもった評価ができない不安が挙げら

れていた。そこで，19 年度は，外部評価者の観点に立ち，思い切って焦点を絞った重点的評価を行う

ことに決め，評価者自身に委ねることにした。そのために学校経営案の「重点努力目標」の評価は，

大きな項目立てのままとし，記述式で評価項目を選択してもらうことにした。

また，昨年度の反省，評価結果に基づいて本年度に改善したことについて，評価をしていくことに

した。本年度の場合は，遠足の実施，下校時の児童の安全をより考えた学年下校から定時下校への改

善，校門・学校周辺フェンスの完成に伴う児童在校時の施錠について評価項目を設け，実施した。さ

らに，「学校行事や教育課程など学校が行っていることで，今後も継続した方がよいもの」を挙げて評

価を実施していただいた。

「学校における問題点」を自由記述として挙げる項目を設け，学校が見落としていることはないか，

評価・意見を頂くこととした。

学校関係者評価に当たっては，年度当初に学校への出入りは自由で，いつでもどこでも授業参観を

可能にし，行事などへの案内を行い，できる限り，児童，教員の様子を見てもらえるようにした。ま

た，評価資料として，自己評価書，児童・保護者・教員・地域の各アンケートの集計結果を随時示す

ように努めた。

(5) 評価結果の公表

19 年度の評価結果の公表は，18年度と同様に学校だより「くすのきだより」と「ホームページ」に

掲載し，公表する。また，評価結果を掲載した学校だより「くすのきだより」は，これまでと同様に

全保護者，区長，民生児童委員，学区市会議員等に配付し，地域回覧として三町の全家庭に公表して

いくことも継続している。

「くすのきだより 10 月臨時号」に前期アンケート結果を掲載し，「くすのきだより 11 月号」（資料
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11）には，自己評価書と学校関係者評価書を掲載した。

昨年度までは，児童と保護者の外部アンケートのみを公表してきたが，今年度は，地域アンケート

を追加し，自己評価書と学校関係者評価書を公表した。公表方法としては，昨年度までのアンケート

結果の公表と同じように今後も実施していく予定である。

４ 学校評価における課題

本年度は，自己評価書と学校関係者評価書の作成とその公表を目標に，学校評価システムのサイク

ルの確立を目指して学校評価の研究に取り組んできた。

研究最終年度ということでこれまでのシステム運営上の課題を克服したつもりであったが，自己評

価書の作成に当たっては，やはり「評価基準」を示していく必要がある。つまり，目標設定の時点で，

段階的な達成目標を示すことにより，教育実践を評価する際の達成度がはっきりし，おのずと教員の

自己評価に反映され，評価のための基準に混乱を生じなくてよくなる。こうした「評価基準」の設定

の必要性は，教員へのアンケートについても同様に言えることであり，主観的な回答に頼るところを

脱するためにも，具体的に示された基準をよりどころにした評価の重要性を再認識した。

しかし，実際に具体的な達成目標やその評価基準を示すには，新学期の慌ただしい期間では無理が

あるので，改善を図らなくてはならないが，まだ適切な時期を見定められないでいる。

また，結果の公表に当たっては，自己評価したものをすべて明示するのではなく，その年度に取り

組んだ重点内容にかかわる項目に絞って評価を公表した方が，保護者や地域住民の理解を得やすいの

ではないかと思う。あれもこれもという考えを捨て，学校が本年度に重きを置いている取組を児童に，

保護者に，地域に示し，評価をしてもらうことが大切であると考える。少なくとも，学校評価の意義

が教育活動の改善にあるということを忘れず，評価することやその結果だけに意識がいってしまうよ

うなことは極力避けていきたい。

これまでの２年間の研究中でも，教員間においてさえ学校評価に関する用語や定義の理解があいま

いになっており，同一視点で，共通理解されていないことが明らかになった。残念ながら，本校にお

いては，一つの言葉でも様々な解釈が教職員一人一人において行われているのが現状である。それら

を統一し，共通の理解の基で自己評価を行わない限り齟齬
そ ご

をきたすような学校評価になってしまうと

危惧している。

学校関係者評価においても，多くの困難があった。学校評価委員の皆さんに，「学校評価」について

学習していただいたり，アンケートの取り方，読み取り方などで白熱した意見交換をしたり，評価書

作成までに表面に出てこない活動があった。そうした委員に支えられてこの研究を進められたことに

感謝するととともに，学校関係者評価委員を依頼することにも複雑な思いが課題として存在している。

今後も一つ一つが学校教育活動の改善につながること，説明責任が果たせることなどを目標に実践

研究に取り組んでいきたい。
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資料１ 資料 2

児童振り返りアンケート
19 年度前期

全体（％）
保護者アンケート

19 年度前期

全体（％）

№ 質 問 項 目 ア イ ウ エ № 質 問 項 目 ア イ ウ エ

1 学校は，楽しかったですか。 62 28 7 3 1
お子さんは，学校へ行くのを楽しみ

にしていますか。
58 35 6 0

2
あいさつは，自分から進んで

できましたか。
42 39 15 4 2

お子さんは，あいさつを自分からし

ていますか。
34 36 27 34

3 勉強は，よくわかりましたか。 52 40 7 1 3
お子さんは，授業が分かりやすいと

言っていますか。
25 57 17 1

4
先生や友達の話をよく聞きま

したか。
51 41 7 1 4

お子さんは，友達や先生の話をよく

聞いていますか。
35 51 13 1

5
授業中，進んで発表しました

か。
31 35 26 8 5

お子さんは，授業中進んで発表をし

ていますか。
26 30 44 0

6
学年・学校行事は，楽しく参

加できましたか。
73 23 3 1 6

お子さんは，学年・学校行事を楽し

みにして取り組んでいますか。
73 26 1 0

7

予習・復習などの家庭学習は，

自分から進んでできました

か。

35 38 21 6 7
お子さんは，予習・復習などの家庭

学習に取り組んでいますか。
18 32 42 8

8
そうじは真剣にできました

か。
37 44 16 2 8

お子さんは，お手伝いをしています

か。
27 34 34 5

9

困ったり悩んだりしたとき，

相談できる先生や友達がいま

すか。

65 23 7 5 9
お子さんのことについて，気軽に先

生に相談できるか。
34 51 14 1

10
なかよしの友達が，できまし

たか。
87 10 1 2 10

学校は，命を大切にする心を育てよ

うと取り組んでいますか。
22 58 20 0

11
読書の時間は，楽しかったで

すか。
60 28 9 3 11

学校は，豊かな心を育てようとして，

読書を重視していますか。
43 48 9 0

12
朝のかけ足の時間は，がんば

って走りましたか。
66 26 6 2 12

お子さんは，朝の駆け足の時間に，

頑張って，走っていますか。
61 31 6 1

13 授業は，楽しかったですか。 45 43 10 3 13
学校は，いじめや問題行動に対して

真剣に動いてくれていますか。
13 61 25 1

14
勉強がわからないときは，先

生や友達に聞きましたか。
58 30 9 4 14

学校公開日や各種便りにより，学校

での様子がだいたい分かるか。
36 53 9 1

15
地域の人たちとお話をして，

楽しかったですか。
47 39 11 3 15

教育活動に，保護者や地域の人がボ

ランティアとして参加しています

か。

71 29 0 0

16
係などの自分の仕事が，きち

んとできましたか。
60 30 7 3 16

学校は，保護者や地域の声に耳を傾

けようとしていますか。
38 52 10 0

17

校訓にある「なかよく がん

ばる 優しい子」をめざして

がんばっていますか。

47 42 9 2 17

学校は，校訓にある「なかよく ば

んばる 優しい子」を育てようと取

り組んでいるが，その取組の様子を

十分に伝えていると思うか。

18 53 27 1
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資料３ 資料４

教員アンケート
19 年度前期

全体（％）

「コミュニティ」役員
アンケート

19 年度前期

全体（％）

№ 質 問 項 目 ア イ ウ エ № 質 問 項 目 ア イ ウ エ オ

1
児童は，学校へ来るのを楽し

みにしているか。
48 52 0 0 1

子供たちは，元気に登校していま

すか。
67 27 7 0 0

2
児童は，あいさつを自分から

しているか。
14 38 38 10 2

子供たちは，地域であいさつをし

ていますか。
20 60 20 0 0

3
児童は，授業が分かりやすい

と言っているか。
0 81 19 0 3

２学期制を実施しているが，学校

だよりで地域にその様子を知ら

せていますか。

53 33 7 0 7

4
児童は，友達や先生の話をよ

く聞いているか。
10 57 29 5 4

校訓「なかよく がんばる やさ

しい子」を育てようと取り組んで

いるが，その取り組みの様子を十

分に伝えていますか。

47 40 13 0 0

5
児童は，授業中進んで発表を

しているか。
19 62 19 0 5

子供たちの多くが，地域の行事に

参加していますか。
40 40 20 0 0

6
児童は，学年・学校行事を楽

しみにして取り組んでいるか。
67 29 5 0 6

子供たちは，学年・学校行事を楽

しみにして，取り組んでいます

か。

60 27 0 0 13

7
児童は，予習・復習などの家

庭学習に取り組んでいるか。
5 45 50 0 7

子供たちは，予習・復習などの家

庭学習に取り組んでいますか。
40 40 7 0 13

8
児童は，真剣に掃除をしてい

るか。
5 62 33 0 8

子供たちは，家庭でお手伝いを進

んでしていますか。
13 47 13 0 27

9
あなたは，児童のことについ

て，保護者から気軽に相談さ

れているか。

11 63 26 0 9
学校は，児童の安全で豊かな学習

活動のために，環境を整えていま

すか。

33 53 14 0 0

10
あなたは，命を大切にする心

を育てようと取り組んでいる

か。

45 50 5 0 10
学校は，命を大切にする心を育て

ようと取り組んでいますか。
27 53 7 0 13

11
あなたは，豊かな心を育てよ

うとして，読書を重視してい

るか。

26 63 11 0 11
学校は，豊かな心を育てようとし

て，読書を重視していますか。
0 53 7 0 40

12
児童は，朝の駆け足に真剣に

取り組んでいるか。
35 50 15 0 12

学校は，いじめや問題行動に対し

て真剣に動いていますか。
33 33 7 0 27

13
あなたは，いじめや問題行動

に対して真剣に動いているか。
52 38 10 0 13

学校公開日や各種たよりにより，

学校の様子を地域へ知らせてい

ますが，伝わっていますか。

33 67 0 0 0

14
あなたは，学校での児童の様

子を保護者に積極的に伝えて

いるか。

15 70 15 0 14
学校の教育活動に，地域の人や保

護者がボランティアとして参加

していますか。

66 27 7 0 0

15

あなたは，学校の教育活動に，

ボランティアとして保護者や

地域の人に積極的に参加して

もらっているか。

20 55 20 5 15
学校は，地域や保護者の声に耳を

傾けようとしていますか。
46 40 7 0 7

16
あなたは，保護者や地域の声

に耳を傾けようとしているか。
19 76 5 0

17
あなたは，校訓「なかよく が

んばる 優しい子」を育てよ

うとしているか。

52 43 5 0

※オ：分からない

ア そう思う イ だいたいそう思う ウ あまりそう思わない エ そう思わない
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平成 19 年度「学校評価関係年間計画」 知立市立来迎寺小学校

年 月 外部評価委員会等の会議 アンケートの実施 学校評価の公開・報告等 サイクル

19

４

◎ＰＴＡ役員①

◎ＰＴＡ役員・実行委員会①

・ＰＴＡ常任委員会

◎ＰＴＡ総会

◎学校関係者評価委員会①

◎区長会

◎「コミュニティ」役員会①②

◎市民の誓いの会地区会議

・学区交通安全推進協議会①

△校内学校評価委員会①

◎印の会議において，前年度学校評価

及び今年度の改善点の説明を実施

△前年度学校評価分析・今年度の改善

点への取組検討

５ △校内学校評価委員会②

・ＰＴＡ役員・実行委員会②

・「コミュニティ」役員会③

◎防犯ボランティア連絡会議①

・「コミュニティ」総会

・市民の誓いの会地区総会

△アンケート内容の検討

・学校評価のアンケート結果を学校だ

より・ホームページに掲載。

６ ・ＰＴＡ役員・実行委員会③

・「コミュニティ」の集い

・「コミュニティ」文化体育部会①

・「コミュニティ」調査広報部会①

・防犯ボランティア総会

７ ・ＰＴＡ役員・実行委員会④

・「コミュニティ」役員会④

・個人懇談会

「振り返りアンケート」前期実

施〈７月上旬〉

【児童・保護者・地域・教員】

Ｄ

８ ・「コミュニティ」役員会⑤

・「コミュニティ」文化体育部会②

「学校経営案による自己評価

アンケート」【教員】

９ △校内学校評価委員会③

◎ＰＴＡ役員・実行委員会⑤

・学区交通安全推進協議会②

・「コミュニティ」スポーツ大会

・「交推協」学区交通安全パレード

△前期アンケート結果，中間評価実施

結果の報告と改善点の報告

◎前期アンケート結果，中間評価実施

結果の報告と改善点の報告

10 ・学校関係者評価委員会②

◎ＰＴＡ役員会②

◎ＰＴＡ役員・実行委員会⑥

・前期アンケート結果，中間評価実施

結果と改善点の報告，評価の実施

◎前期アンケート結果と改善点の報告

・前期アンケート結果を公表

11

12 ・ＰＴＡ役員・実行委員会⑦

・防犯ボランティア連絡会議②

・個人懇談会

20

１

・ＰＴＡ役員会③

・「コミュニティ」調査広報部会②

・学区教育懇談会

「振り返りアンケート」後期実

施〈１月上旬〉

【児童・保護者・地域・教員】

２ ・校内学校評価委員会③

・学校関係者評価委員会③

・ＰＴＡ役員・実行委員会⑧

・「コミュニティ」役員会⑥

「学校経営案による自己評価

アンケート」【教員】

・後期アンケートの結果，分析を報告

・来年度への改善点の検討

３ ・学校評価委員会 ・後期アンケートの結果，分析を公表

・来年度への改善点の検討

Ｃ

Ｐ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｐ

（○内数字は，回数）

資料８
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来迎寺小学校 学校関係者評価書 平成 19 年度 前期分

１ 教育目標「なかよく がんばる 優しい子」に重点を置いた教育への評価

◎校長先生自ら児童の指導に当たられているようで，率先垂範が大切なことと思うので，是非継

続した取組，指導をお願いしたい。また，昨年度に比べ，Ａ評価が増えて，教員の意識が高ま

っていると考える。

２ 「重点努力目標に関する自己評価書」への評価，意見

(1) 基礎・基本の定着の状況・取組について

・「少人数指導ができていない」ことが気になる。18 年度は「Ａ」評価としてできていたことが，

なぜできないのか？今後の取組に配慮願いたい。

・取組の成果として，一人調べや問題解決学習の力が付いてきている。また，繰り返し学習の取

組については，ドリル学習に，朝の学習に，自主的な学習がなされるとよい。

(2) 豊かな心の育成の取組について

・「心の揺さぶり」について「十分でない」という回答が多いのが気になる。工夫を期待する。

・異学年交流，朝の読み聞かせも継続してほしい。

・「あいさつ」や「清掃」などは，基本的な生活習慣の大切な項目であり，よく努力がされている。

「清掃」には，自己浄化の効果がある。掃除してきれいにする。これは心の問題で，心もきれい

にということである。大事にして指導を継続してほしい。

・アンケート結果をみると，教員と保護者の意識に，多少ずれがあるようだ。改善を求める。

・いじめに関しての指導，隠れているいじめ，未必のいじめ → 親への連絡ノート等，知らせ

る方法を考えてほしい。家では良い子なので親が認識していない。

(3) 体力向上の取組について

・取組全体としては，良好であり，現状維持を願います。

・アンケートでは，「食育 etc.の推進に取り組めていない」という回答が多いのが気になる。Ａ

評価ではあるが，より一層の工夫を期待する。

・学校の体育は，遊びではなく，目標をもった授業でなくてはならない。ただ体を動かすのでは

いけない。例えば，準備運動は子供にやらせるのも悪いとは言わないが，今日の授業の内容に

沿ったものでなければいけない。

(4) 安心・安全な学校づくりの状況・取組について

・安全の確保はより一層の努力を期待している。防犯だけでなく，災害時に“身を守る”知恵も

指導してほしい。

・はぐくみ隊の方や町内の方たちの努力で大きな事件もなく幸いだが，もう少し保護者の方，一

人一人の意識の向上が必要である。人任せではいけないと思う。

・いろいろな方面からの人に立ち入ってもらい，危険なポイントを出し，改善に努める。子供た

ちにもイラストや危険だと思うことを指摘させて改善に努めることを考えてほしい。

(5) 地域に信頼される開かれた学校づくりの取組について

・総合的な学習や生活科では地域の人材を生かし，大変成果を上げている。特に高学年では，目

的意識をもち，継続的に活動している。

・校外との交流が，いま一つという印象を受けた。教員と地域の人々（ＰＴＡも含めて）が直接

“対話”するチャンスがあるとよいのではないか。また，「コミュニティ」活動に諸先生方も積

極的に参加してもらうことも必要であろう。

・「くすのきだより」において学校の様子が紹介されるのは大変よい。５月号の校長先生の「叱り
しか

方で子どもは変わる」という記事，そのとおりだと感動した。
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３ 今年度，学校で改善し，取り組んでいることへの評価・意見

定時下校（なか

よし下校）

・防犯上，人間関係の構築上，大変よい取組だと思います。

子供たちの成長は親だけでなく，周りの仲間からも，くみ取ることが可能だと

思うことです。地域で，より一層のサポートがしてもらえるとよいですね。集

団で下校させる前提には，いじめ対策が必要です。配慮を…。

・学校から少し離れると低学年などは集団下校でなくばらばらになり，なかよし

下校ではない。

遠足の実施

・大変よいと思う。楽しみしている子供たちの声を聞きました。

・今年は，10月１日であったが，11 月ではどうか。

・学習の内容，時期に合わせて場所の選定をされていると思うが，テーマをもた

せて活動させることを推進していただきたい。

門扉の施錠

・ときたま学校の休日に施錠したままになっている門があった。大変だけど確認

をし，休日には開放しておくこと。

・難しい問題です。学校に入りたくても入れない門があることは，児童の安全を

確保する上で必要ですので納得です。ただし，しっかりした案内板がほしい。

・よいことと思う。来訪者には不便であるが，防犯第一，継続すべきである。

４ 学校行事や教育課程など，学校で行っていることで，今後も継続して続けていくとよいと特に思

うものへの意見

行事・教育課程

などの項目
継続した方がよいと思われる意見，提言など

朝の駆け足

・前年度より改善され，先生の指導が入るようになった。

・ラジオ体操の指導について…曲げる，伸ばす，止めるなど基本動作が不十

分である。先生の方もどうかと思う。

学力テスト
・どのように発表されるか分かりませんが，実施した以上，子供たちへの指

導に役立ててほしい。

遠足

・授業日数の確保で難しい点もあるかと思いますが，やはり小学校時の遠足

は大きくなってからも楽しい思い出として残るので，継続実施を望みます。

・「社会見学」ではなく，「遠足」がよい。“山歩き”のようなこともできると

よい。

オータム・フェ

スティバル

・児童が考えて発表する場を与えてやりたい。

・自分たちの成果を「見ていただく」という気持ちが必要。内容には検討の

余地があるかも？

親子鑑賞会
・劇等を通して，バーチャルな世界からリアルの世界を感じさせてあげるこ

と。

少人数指導
・分からないことや進度状況に応じて，フレキシブルに対応していただきた

い。

運動会
・目標に向かって進む，努力する気持ちが養えるのでいい。「競争心」も，あ

る程度は必要である。

５ 現在の学校における問題点でお気付きのことがあれば挙げてください。

・安心・安全な学校づくりに影響すると思いますが，「けが・命にかかわること」「他人に迷惑をか

けること」については，学校でも厳しく指導すること。

・「いじめ」はないですか。「モンスターペアレント」はいませんか。対策を十分にしてほしい。

・より多くの情報公開が望まれる。
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